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 ジンメルが、「給付と反対給付のやり取りという紐帯」(Soz: 661) 、「人々
の間における精妙にして強固な紐帯」(GSG8: 308; Soz: 661) を紡ぐ機能
としてまず注目するのが〈感謝〉である。ジンメルによれば、感謝とは
第一に「善行への返礼を、外的な必要が問題とならない場合に内面から
























































































































的な、とはいえ強靭な撚糸の一種」(GSG8: 315; Soz: 670) とも形容して
いることだ。ジンメルは「感謝論」（一九〇七年一〇月）発表の一か月ほ
ど前に公表した論考「感覚の社会学」においていわゆるミクロ社会学に























































る。ただし、その根拠に関するジンメルの説明(GSG8: 313-; Soz: 667-)
には不分明さが残る。ジンメルは、心理的負債＝内面的拘束が生じる理
由を「最初の給付には自由意志が存在するが、反対給付ではそれがもは
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(GSG8: 313; Soz: 666) ことから、「相互に供されたものが［人格から］切
り離された交換客体として働き、互いの感謝が善行にしか、いわば交換





















































ことができるだろう (PhG: 405-, 431-, 532-; さらに
GSG3: 171-; 4: 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































には逆説的にも売買を彷彿とさせてしまうという問題(GSG8: 311; Soz: 








































































































































































































































  文献 
GSG=Georg Simmel: Gesamtausgabe (hg.v. O.Rammstedt), 1989-, Suhrkamp;  
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Philosophie des Geldes (GSG 6, 1989); Soz=Soziologie. Untersuchungen 
über die Formen der Vergesellschaftung (GSG 11, 1992).  
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